
サービス学会
活動報告・表彰式

2026年6⽉29⽇

� 16時50分から開始いたします。今しばらくお待ち下さい。
� 活動報告・表彰式の様⼦は録画され、会員に対して公開いたします。
� 表彰者・説明者以外の⽅々は、映像オフ、マイクミュートの設定にてお願い致します。
� 本資料は、学会HPのトップページからダウンロードいただけます。



サービス学会の概況報告

戸谷 圭子
（会長、明治大学）
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►⽅向性
l サービス学とはなにか（学術的な深化）
l 社会および経済のサービスに関わる活動

（社会と実業への貢献）
►アクション

l ⽂理融合
l 産学連携
l 国際連携 ※欧州・アジア国際会議への参加
l 会員増 ※安定的な財務経営へ

- 学⽣会員→正会員、協賛企業→賛助会員

►⾏動指針
l ダイバーシティ＆インクルージョンに関する

学会の基本理念
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第6代会長として
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►⽇本の学会活動を取り巻く状況
l 国際会議や論⽂に対する業績評価の変化
l 少⼦化、博⼠進学者減少に伴う「⽇本の国内学会のあり⽅」の議論
l ⼥性研究者への処遇と地位の向上
l 若⼿少数研究者への学会業務の集中

►サービス学会の課題
l 国内⼤会、国際会議（ICServ）、マガジン、ジャーナルなどのあり⽅
l 中核的会員数の伸び悩み
l 会⻑、副会⻑、理事の選出⽅法と代議員制の再検討
l 法⼈化の検討（代議員制と関連あり）
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状況と課題
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►理事会（⾚字︓新規、◯︓⼥性）
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理事会（役員）と代議員 *26年6月〜28年6月

役 職 ⽒ 名 所 属

理事

会⻑ ◯⼾⾕ 圭⼦ 明治⼤学

副会⻑ 内平 直志 北陸先端科学技術⼤学院⼤学
持丸 正明 産業技術総合研究所

事務局担当 原 ⾠徳 東京⼤学
総務 幸島 明男 産業技術総合研究所

丹野 愼太郎 サービタイジング・エクセレンス合同会社
経営戦略 細野 繁 東京⼯科⼤学

財務 ⻄村 拓⼀ 北陸先端科学技術⼤学院⼤学
井上 祐樹 東京科学⼤学

国内
◯佐野 楓 和歌⼭⼤学
⽊村 好孝 ⽇本電気株式会社
藤岡 昌則 サービスイノベーションラボ

出版 増⽥ 央 京都外国語⼤学
渋⽥ ⼀夫 宮城⼤学

事業企画
⼿塚 和宏 サービス産業⽣産性協議会
◯仁平 京⼦ 千葉商科⼤学
神⽥ 正樹 京都先端科学⼤学

国際
蔵⽥ 武志 産業技術総合研究所
◯張 婧 ⾦沢⼤学
◯眞⽥ 貴絵 ⽴命館アジア太平洋⼤学

監事
菊地 唯夫 ロイヤルホールディングス株式会社
⽇髙 ⼀義 東京科学⼤学
原 良憲 ⼤阪成蹊⼤学

要修正

⽒名 所属
舩先 康平 サービス産業⽣産性協議会
善本 哲夫 ⽴命館⼤学
和⽥ ⼀義 東京都⽴⼤学
鈴⽊ 雅彦 東⽇本旅客鉄道株式会社
近藤 朗 ⿅児島⼥⼦短期⼤学
杉原 太郎 東京科学⼤学
⼭本 吉伸 福知⼭公⽴⼤学
⽔⼭ 元 ⻘⼭学院⼤学
上垣 映理⼦ 株式会社⽇⽴製作所
⼤藪 亮 熊本⼤学
佐賀 亮介 ⼤阪公⽴⼤学
井上 崇通 明治⼤学
伊集院 幸輝 北陸先端科学技術⼤学院⼤学
庄司 真⼈ 亜細亜⼤学
⾼広 伯彦 同志社⼤学
佐藤 千尋 慶應義塾⼤学
梶川 忠彦 株式会社U'eyes Design
渋⾕ ⾏秀 株式会社MS＆Consulting
横⼭ 真弘 千葉商科⼤学
三浦 貴⼤ 産業技術総合研究所

►代議員（20名）
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►2024年6⽉の活動報告会にて、会⻑・副会⻑選挙の導⼊経緯を説明した
►定款と各種規則を整備し、2024年11⽉に副会⻑選挙・会⻑信任投票を実施した
►会⻑信任投票は過渡的対応。今後は、2年ごとに副会⻑選挙のみを実施する

副会⻑選挙（2026年度実施）
►選挙細則の制定︓本⽇
►選挙管理委員会の設置︓本⽇

►告⽰︓9⽉中旬（予定）
►⽴候補受付期間︓10⽉（予定）
►選挙期間︓11⽉〜12⽉（予定）
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副会長選挙の制度と実施予告
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第14回国内⼤会︓2026年3⽉3⽇〜5⽇
►会場︓千葉商科⼤学（市川キャンパス，千葉）
►⼤会実⾏委員⻑︓神保雅⼈（千葉商科⼤学）
►参加者数︓262名
►発表件数︓⼀般⼝頭96件、OS⼝頭11件、ポスター19件

第15回国内⼤会︓2027年3⽉16⽇〜18⽇
►会場︓⾦沢商⼯会議所会館（⽯川）
►テーマ︓「サービス知性の探究」
►⼤会実⾏委員⻑︓⽩肌邦⽣（北陸先端科学技術⼤学院⼤学）

►プログラム委員⻑︓内平直志（北陸先端科学技術⼤学院⼤学）
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国内大会

https://www.goi.co.jp/building/shoukoukaigisho/
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► 期⽇︓2025年12⽉1⽇〜3⽇
► 会場︓ストックホルム商科⼤学
► テーマ︓”Green Economy and Service Innovation

- Shaping the Future of Business and Society“
► General Chair︓Prof. Patrik Ström (Stockholm School of Economics)
► Co-General Chair︓Prof. Keiko Toya (Meiji University)
► Program Chair : Spring H. Han (Kyoto University)
► 参加者数︓77名、発表件数48件
► Conference Tour : Ericsson(Solna)

Keynote Speech
► “TACK: A brief to being well and doing good?”

Micael Dahlen (Professor and Director, Center for Wellbeing, 
Welfare and Happiness, Stockholm School of Economics)

► “Rethinking Sales Management for Servitization in the Digital Era”
Christian Kowalkowski (Professor, Linköping University and 
Hanken School of Economics)
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国際会議 ICServ2025

https://www.linkedin.com/posts/lukas-breustedt_icserv-serviceinnovation-greeneconomy-activity-7403689891089326083-cFnz/
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2025年度の掲載状況など(24本)

►特集︓価値共創を促すコミュニケーションを求めて（3本掲載）
►特集︓サービスデザインの浸透と組織（5本掲載）
►特集︓価値共創促進コミュニケーション（3本掲載）
►特集︓従業員のデジタルコミュニケーション （2本掲載）
►特集︓2025年度特集を終えて（1本掲載）
►コラム︓第13回国内⼤会参加・セッション報告（8本掲載）
►⼀般︓書籍紹介（1本掲載）
►⼀般︓サービソロジスト・ストーリーズ（1本掲載）
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Webマガジン：サービソロジー

https://magazine.serviceology.org/

https://magazine.serviceology.org/
https://magazine.serviceology.org/
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2025年度の掲載状況
►Journal of Serviceology (英⽂誌)

l Original Paper︓0本

►サービス学会論⽂誌 (和⽂誌)
l 原著論⽂︓6本
l 研究ノート︓0本

►サービスプラクティス
l 実践レポート︓0本
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ジャーナル（論文誌）

原著論⽂
• 顧客や⾮⼈的アクターと共創する独⽴系映画のサービス・オファリ

ングプロセス︓アクターネットワーク理論の翻訳を通じて
• 主体的で協働的な学びの実現に向けたICT教育サービスの価

値共創モデルの提案
• サービス・ケイパビリティ再考︓A2Aパースペクティブで捉えたダイナ

ミック・ケイパビリティのミクロ的基礎における経営資源の活⽤能⼒
に関する研究アジェンダ

• 共助に基づくサービスデザイン︓共通善を基盤とした地域共創モ
デル

• 持続可能な地域づくりの価値共創︓新潟県湯沢町活性化事
例の分析

• オンデマンド交通とカーシェアを組み合わせたRural MaaSモデル
の試み〜⿃取市事例からの考察
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►SIGとは
l サービス学会員が特定の興味を持つ分野についてグループを作り、
研究状況や実施事例などの情報交換を⾏う場。

l 活動期間は原則として、設置が承認された⽇から原則2年間（４⽉〜３⽉を１年間とする）。

►これから企画される⽅へ
l ⽂理、産学の融合を⽬指した（既存のSIGと重複しない）テーマを提案頂くことが理想です。
l SIGでの議論や研究の成果をサービス学会の⼤会・論⽂誌等で共有してください。
l その他、詳しくは学会HPのSIG紹介をご覧ください。
http://ja.serviceology.org/sig/

►御関⼼のある⽅へ
l SIGへの参加は原則として学会員に開かれているものですが、
個別のSIGに応じて運営上の考えが異なる場合があります。

l SIG活動では、できるだけ積極的にメンバーと価値共創する意識をお持ちいただきますよう、
お願いいたします。
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SIG(Special Interest Group)
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► Practice SIG︓実学･ウェルビーイング･サービス研究会
► Sustainability SIG︓SDGʼs Innovation
► Education SIG︓AI教育サービス
► Supply chain SIG︓グリーン社会の実現を⽬指したSCMの創成
► Tourism SIG︓ツーリズム・イノベーションと価値共創

各SIGの活動報告は、学会HPを参照ください

12

2025年度に活動したSIG
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►⽇時︓2025年10⽉〜2026年1⽉に⽉1回開催（全4回）
►対象︓サービス学会員（⼊会希望者を含む）で

企業等の実務家 20名程度（定員）
►参加費︓全4回 10,000円
►座学講義のみならず、コーディネーターの解説の下、

ディスカッションやグループワークを交えて実施
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企業人のための「サービス学」講座



表彰式
（学会活動貢献賞）
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►2017年1⽉30⽇制定, 2023年1⽉24⽇ 改定
…
►第３章 学会活動貢献賞

l 第１６条 学会活動貢献賞は、本会の特定分野の運営、または会員
サービスの向上等に関して、顕著な貢献を⾏った個⼈、または組織に
贈呈する。
２．学会活動貢献賞を受ける者は、⾮会員であっても差し⽀えない。
また、貢献内容が異なるものであれば、同⼀⼈が重ねて受賞しても差
し⽀えない。学会活動貢献賞を受ける者が、組織の場合には、その代
表者（複数名可）とする。

l 第１７条 学会活動貢献賞の選考委員会は、総務委員会をあてる。
l 第１８条 学会活動貢献賞は、毎年３件以内を選定する。
l 第１９条 学会活動貢献賞の受賞に対し、賞状および賞牌を贈呈する。

…
15

表彰規程（学会活動貢献賞）
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株式会社⽇⽴製作所 殿 （代表者 平井千秋※ 殿、⻑岡晴⼦※ 殿）
►“サービス学会国内⼤会における継続的かつ多数の学術発表”

l 株式会社⽇⽴製作所は、サービス学会国内⼤会において、第11回⼤会8件、第12回⼤会
10件、第13回⼤会7件、第14回⼤会7件と、継続的かつ多数の学術発表を⾏い、サービ
ス研究の蓄積と発展に多⼤な貢献をされた。

l 特に、代表者である平井千秋⽒、⻑岡晴⼦⽒は、組織内において国内⼤会への発表を奨
励するのみならず、アブストラクトや論⽂の書き⽅等に関する勉強会を主催し、学会発
表に不慣れな若⼿研究者やデザイナーをも巻き込んだ発表⽀援体制を構築してこられた。
また、発表者は特定の個⼈に限られず多様なメンバーが幅広いテーマで登壇しており、
組織内に学会参加の⽂化が広く根付いていることを⽰している。

l こうした地道かつ継続的な取り組みは、他の企業や会員にとっても模範となるものであ
り、サービス学における産学連携の深化と研究コミュニティの裾野拡⼤に⼤きく寄与し
ている。以上の功績から、株式会社⽇⽴製作所に対して学会活動貢献賞を贈賞する。
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2026年度 学会活動貢献賞

※︓対⾯出席、 ⁂︓オンライン出席
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松井 拓⼰ 殿※ 、椿 美智⼦殿※⁂ 、野沢 清 殿※ 、⼿塚 和宏※ 殿
►“企業⼈のための「サービス学」講座の⽴上げと運営”

l 松井拓⼰⽒、椿美智⼦⽒、野沢清⽒、⼿塚和宏⽒は、サービス学会主催「企業⼈のため
の『サービス学』講座」の企画・⽴上げおよび運営に多⼤な貢献をされた。

l 本講座は、企業等の実務家を対象とした全4回シリーズの講座であり、各回、サービス
学を専⾨とする研究者の講義とコーディネーターを交えた議論を組み合わせ、アカデ
ミックな知⾒をビジネス実践に活かす機会を提供している。参加者間の交流や意⾒交換
を密に⾏うため、あえて定員を20名程度の少⼈数に絞り、講師・受講者間および受講者
同⼠が深く対話できる場として、参加者から⾼い満⾜度を得ている。

l 本講座の⽴上げに⾄るまでにも、複数の試⾏を重ねて企画を磨き上げ、2024年度の開
始以来、継続的に実施され、軌道に乗った活動として定着しつつある。学会員に留まら
ず⾮学会員の企業⼈にも広く参加を呼びかけることで、サービス学会への関⼼の喚起、
産学連携の促進、会員基盤の拡⼤に貢献した。以上の功績から、上記4名に対して学会
活動貢献賞を贈賞する。
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2026年度 学会活動貢献賞

※︓対⾯出席、 ⁂︓オンライン出席
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嶋⽥ 敏⁂ 殿、 髙橋 裕紀⁂ 殿、ホー バック⁂ 殿、原 ⾠徳※ 殿、緒⽅ ⼤樹※ 殿
►“サービス学会国内⼤会における若⼿意⾒交換会＆懇談会の継続的運営”

l 嶋⽥敏⽒、髙橋裕紀⽒、ホーバック⽒、原⾠徳⽒、緒⽅⼤樹⽒は、サービス学会国内⼤
会における若⼿意⾒交換会（ランチミーティング）および懇談会を⻑年にわたり継続的
に企画・運営し、若⼿研究者間の相互理解の促進と学際的交流に多⼤な貢献をされた。

l 本会は、2012年に発⾜したSIG「下剋上プロジェクト」、学会誌サービソロジー／Web
マガジン記事「若⼿がゆく︕」等、若⼿を中⼼とした学会内の諸企画とも連動しつつ、
⽂系・理系を問わず若⼿研究者が分野の壁を越えて対話する場として定着し、毎回約20
名程度の参加を集めて開催されている。

l 発⾜初期は緒⽅⼤樹⽒、原⾠徳⽒が中⼼となって運営にあたり、その後、嶋⽥敏⽒、髙
橋裕紀⽒、ホーバック⽒を中⼼に運営が引き継がれている。参加者⾃⾝が後年に運営側
へと回るという継承の流れも⽣み出しており、サービス学を担う次世代研究者の継続的
な育成と学際的コミュニティの活性化に寄与した。以上の功績から、上記5名に対して
学会活動貢献賞を贈賞する。
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2026年度 学会活動貢献賞

※︓対⾯出席、 ⁂︓オンライン出席



経営戦略・WGからの活動報告

19



© Society for Serviceology 2026

► 将来構想検討WG（蔵⽥武志 理事より）
l 主査︓蔵⽥武志、椿美智⼦、松井拓⼰

► 産学交流企画、サービス学ロードマップ検討ＷＧ（細野繁 理事より）
l 産学交流企画「サービス現場の新たな課題と挑戦 」（第2回, 第3回報告）
l 第14回国内⼤会セッション「サービス学ロードマップの検討と展開」
（主査︓原⾠徳、細野繁）

► サービス学フォーメーション（増⽥央 理事より）
l 主査︓村松潤⼀、根本裕太郎、増⽥央

20

各種WGからの活動報告
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